
JP 2015-30748 A 2015.2.16

10

(57)【要約】
【課題】　常温において素早く硬化することで部材を短時間で固定でき、その場合にも耐
衝撃性に優れる接着剤組成物、その硬化物及びそれにより接合された接合体を提供する。
【解決手段】　エラストマー（Ａ）が１～３０質量％、水酸基含有アクリル酸誘導体（Ｂ
）が４０～９９質量％、前記（Ｂ）以外の（メタ）アクリル系重合性単量体（Ｃ）が０～
５９質量％、重合開始剤（Ｄ）及び還元剤（Ｅ）を含む接着剤組成物（ここで、各数値範
囲は、前記（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）の総量を１００質量％としたときの各成分の含有割
合を表す。）、この組成物を硬化してなる硬化物、並びにこの組成物により２つの被着体
を接合してなる接合体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エラストマー（Ａ）が１～３０質量％、
水酸基含有アクリル酸誘導体（Ｂ）が４０～９９質量％、
前記（Ｂ）以外の（メタ）アクリル系重合性単量体（Ｃ）が０～５９質量％、
重合開始剤（Ｄ）及び
還元剤（Ｅ）を含む接着剤組成物。
（ここで、各数値範囲は、前記（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）の総量を１００質量％としたと
きの各成分の含有割合を表す。）
【請求項２】
　アクリル酸誘導体及びアクリル酸の含有量が前記（Ｂ）及び（Ｃ）の総量に対して９０
質量％以上である請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の接着剤組成物を硬化してなる硬化物。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の接着剤組成物により２つの被着体を接合してなる接合体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速硬化性に優れる接着剤組成物、その硬化物及びそれにより接合された接
合体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、工場における組立ラインにおいて、高効率化のために速硬化型の接着剤を用いる
ことが多くなってきている。このような用途には加熱炉などの装置を用いずとも硬化可能
な常温速硬化型の接着剤が適している。常温速硬化型の接着剤としては、二剤速硬化型エ
ポキシ接着剤、シアノアクリレート系瞬間接着剤、第二世代アクリル系接着剤（以下、Ｓ
ＧＡという。）等が知られている。
【０００３】
　二剤速硬化型エポキシ接着剤は、第一剤と第二剤を正確に計量して混合しなければ接着
性能が著しく低下するので作業性が悪い。また、シアノアクリレート系瞬間接着剤は、そ
の硬化物が硬く脆いために衝撃強度が低いので組立ラインなどで使用するには不向きであ
る。
【０００４】
　一方、ＳＧＡも二剤型ではあるが、第一剤と第二剤の配合比が二剤速硬化型エポキシ接
着剤に比べて厳密ではなく、所定の配合比から少々外れた場合でも接着性能が大きく低下
することがないので、作業性に優れている。また、ＳＧＡは衝撃強度や剥離強度が強いと
いう利点を有する。さらに、ＳＧＡは常温で数分から数十分で硬化するため、常温速硬化
型接着剤として電子部品、土木建築材料、自動車部材等の組立てにおいて使用されている
。
【０００５】
　近年、組立ラインの高効率化の観点から、上記のＳＧＡの利点に加え、より速く硬化す
る高速硬化性ＳＧＡが求められている。高速硬化性を謳うＳＧＡとして、例えば、特許文
献１ではニトリルブタジエンラバーとメタアクリル系重合性単量体を用いた接着剤組成物
が提案されている。また、特許文献２ではエラストマー成分と（メタ）アクリル酸アルキ
ルエステルを用いた接着剤組成物が提案されている。
【０００６】
　しかし、本発明者の検討によれば、特許文献１及び２に具体的に開示されている接着剤
組成物は硬化速度が十分ではないことが分かった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－１９７１６０号公報
【特許文献２】特開２０１２－２２９３７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、常温において素早く硬化することで部材を短時間で固定でき、その場合にも
耐衝撃性に優れる接着剤組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の要旨は（Ａ）エラストマーが１～３０質量％、（Ｂ）水酸基含有アクリル酸誘
導体が４０～９９質量％、（Ｃ）（Ｂ）成分以外の（メタ）アクリル系重合性単量体が０
～５９質量％、（Ｄ）重合開始剤、及び、（Ｅ）還元剤を含む接着剤組成物（ここで、（
Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計は１００質量％とする。）にある。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の接着剤組成物は常温において素早く硬化することで部材を短時間で固定でき、
その場合にも耐衝撃性に優れる。そのため当該組成物を用いると耐衝撃性に優れた接合体
を短時間で製造することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明において、「（メタ）アクリル」は「アクリル」及び「メタクリル」の総称であ
り、「（メタ）アクリレート」は「アクリレート」及び「メタクリレート」の総称である
。また、「（メタ）アクリロイル基」は「アクリロイル基」及び「メタクリロイル基」の
総称であり、ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｒは水素原子又はメチル基）で表される
官能基である。
【００１２】
・（Ａ）成分
　本発明の接着剤組成物（以下、本組成物という。）に含まれる（Ａ）成分は、本組成物
において粘度を調整するための成分である。また、この成分は接着剤組成物を硬化してな
る硬化物（以下、本硬化物という。）の耐衝撃性を向上させるための成分である。（Ａ）
成分であるエラストマーとは、２５℃でゴム弾性を有する高分子量体である。
【００１３】
　（Ａ）成分としては、例えば、ポリウレタン樹脂、シリコーン樹脂、アクリロニトリル
－ブタジエン－スチレン共重合体、アクリロニトリル－スチレン共重合体、（メタ）アク
リル酸エステル－ブタジエン共重合体、（メタ）アクリル酸エステル－ブタジエン－スチ
レン共重合体、（メタ）アクリル酸エステル－ブタジエン－アクリロニトリル－スチレン
共重合体、スチレン－ブタジエンゴム、ポリブタジエンゴム、クロロプレンゴム、アクリ
ロニトリルブタジエンゴムが挙げられる。これらは１種又は２種以上使用してもよい。（
Ａ）成分としては、（Ｃ）成分である（メタ）アクリル系重合性単量体との相溶性の点か
ら、（メタ）アクリル酸エステル－ブタジエン共重合体、（メタ）アクリル酸エステル－
ブタジエン－スチレン共重合体、ポリブタジエンゴム、クロロプレンゴム、アクリロニト
リルブタジエンゴムが好ましい。（Ａ）成分の構造は、例えば、直鎖状、分岐鎖状、グラ
フト状、コア／シェル状が挙げられる。
【００１４】
　本組成物における（Ａ）成分の配合量は、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計に対して１～３０
質量％であり、５～２５質量％が好ましい。（Ａ）成分の配合量は多いほど本硬化物の耐
衝撃性が高くなり、少ないほど本組成物の粘度が低下するので作業性が良好となる。
【００１５】
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・（Ｂ）成分
　本組成物に含まれる（Ｂ）成分は、本組成物に高速硬化性を付与するための成分である
。（Ｂ）成分である水酸基含有アクリル酸誘導体とは、ＣＨ２＝Ｃ(Ｈ)ＣＯＯＸ（Ｘは水
酸基を含む基）で表されるアクリル酸エステルである。
【００１６】
　（Ｂ）成分としては、例えば、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプ
ロピルアクリレート、ヒドロキシブチルアクリレート、２－アクリロイルオキシエチル－
２－ヒドロキシプロピルフタレート、および、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル
アクリレート、２－アクリロイロキシエチル－コハク酸、２－アクリロイロキシエチルヘ
キサヒドロフタル酸、２－アクリロイロキシエチル－フタル酸、２－アクリロイルオキシ
エチルアシッドホスフェートが挙げられる。これらは１種又は２種以上を使用してもよい
。（Ｂ）成分としては、本組成物の高速硬化性の点から２－ヒドロキシエチルアクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレートが好まし
い。
【００１７】
　本組成物における（Ｂ）成分の配合量は、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計に対して４０～９
９質量％であり、４５～７０質量％が好ましい。（Ｂ）成分の配合量は多いほど高速硬化
性が向上し、少ないほど他の成分の特徴が顕著になる。
【００１８】
・（Ｃ）成分
　（Ｃ）成分は（Ｂ）成分以外の（メタ）アクリル系重合性単量体、すなわち、アクリル
酸、メタクリル酸、メタクリル酸誘導体、（Ｂ）成分以外のアクリル酸誘導体、アクリル
アミド、メタクリルアミド、アクリルアミド誘導体及びメタクリルアミド誘導体等である
。本組成物において（Ｃ）成分は任意成分であり、本組成物の粘度を調整するための成分
である。
【００１９】
　（Ｃ）成分としては、例えば、（メタ）アクリル酸；メチル（メタ）アクリレート、エ
チル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、ｉ－プロピル（メタ）
アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔ
－ブチル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリ
レート、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（
メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート
、ステアリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ベンジル（
メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリ
レート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチル（
メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル（メタ）
アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート；
メトキシエチル（メタ）アクリレート、エトキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシ
エチル（メタ）アクリレート等のアルコキシアルキル（メタ）アクリレート；２－ヒドロ
キシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、４－ヒドロキシブ
チルメタクリレート等の水酸基含有メタクリレート；２－エチルヘキシルジエチレングリ
コール（メタ）アクリレート等のアルキレングリコール変性（メタ）アクリレート；フェ
ノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ノニルフェノキシポリエチレング
リコール（メタ）アクリレート等のアルコキシポリアルキレングリコール変性（メタ）ア
クリレート；エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（
メタ）アクリレート、１，３－プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロ
ピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，３－ブチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、１，４－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリブチレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－
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ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ポリカーボネートジオールジ（メタ）アクリ
レート、ε－カプロラクトン変性トリス（（メタ）アクロキシエチル）イソシアヌレート
、ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物ジ（メタ）アクリレート、ポリエステルジ
オールジ（メタ）アクリレート等の多官能性（メタ）アクリレート；グリシジル（メタ）
アクリレート、アクリロイルモルホリン、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート
等のヘテロ環構造を有する（メタ）アクリル酸誘導体；３－（メタ）アクリロキシプロピ
ルトリメトキシシラン等の重合性（メタ）アクリロイル基を有するアルコキシシラン；２
－メタクリロイルオキシエチルアシッドホスフェート、２－ヒドロキシエチルメタクリレ
ートの６－ヘキサノリド付加重合物と無水リン酸との反応生成物等のリン酸エステル系重
合性単量体；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアクリルアミド等の（メタ）アクリルアミド系重合性単量体等が挙げられる。
これらは単独で又は２種以上を併せて使用することができる。
【００２０】
　（Ｃ）成分としては、（Ａ）、（Ｂ）成分との相溶性の点から、（メタ）アクリル酸や
メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリ
レート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチル（
メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル（メタ）
アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート；２－ヒドロキシエチルメタクリレート
、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、４－ヒドロキシブチルメタクリレート等の水
酸基含有メタクリレートが好ましく、接着強度の点から、２－ヒドロキシエチルメタクリ
レート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、４－ヒドロキシブチルメタクリレート
等の水酸基含有メタクリレート；３－（メタ）アクリロキシプロピルトリメトキシシラン
等の重合性（メタ）アクリロイル基を有するアルコキシシラン；２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルアシッドホスフェート、２－ヒドロキシエチルメタクリレートの６－ヘキ
サノリド付加重合物と無水リン酸との反応生成物等のリン酸エステル系重合性単量体が好
ましい。
【００２１】
　本組成物における（Ｃ）成分の配合量は、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計に対して０～５９
質量％であり、０～４５質量％が好ましい。（Ｃ）成分の配合量は多いほど粘度が低下す
るので作業性が良好となり、少ないほど高速硬化性が向上する傾向がある。
【００２２】
　本組成物に含まれるアクリル酸誘導体及びアクリル酸の総量は、高速硬化性の観点から
多いほど好ましく、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分の総量に対して９０質量％以上がより好ま
しい。ここでアクリル酸誘導体とは、（Ｃ）成分に該当する（Ｂ）成分以外のアクリル酸
誘導体及び（Ｂ）成分を意味する。
【００２３】
・（Ｄ）成分
　本組成物に含まれる（Ｄ）成分は、本接着剤組成物の硬化剤であり、（Ｅ）成分と反応
してラジカルを発生する。（Ｄ）成分としては、例えば、ハイドロパーオキサイド、ジア
シルパーオキサイド、パーオキシエステル、ジアルキルパーオキサイド、ケトンパーオキ
サイド、パーオキシケタール、アルキルパーエステル、パーカーボネート挙げられる。こ
れらは単独で又は２種以上を併せて使用することができる。本組成物の硬化速度の点から
、クメンハイドロパーオキサイドが好ましい。
【００２４】
　本組成物における（Ｄ）成分の含有量は、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計量を１００質量部
としたとき、０．１～２０質量部であることが好ましく、１～１５質量部がさらに好まし
い。（Ｄ）成分の含有量は多いほど硬化速度が速くなり、少ないほど（Ｄ）成分を含む第
一剤の貯蔵安定性が良好となる。
【００２５】
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・（Ｅ）成分
　本組成物に含まれる（Ｅ）成分は、本接着剤組成物の硬化促進剤であり、（Ｄ）成分と
反応してラジカルを発生する。（Ｅ）成分としては、例えば、遷移金属塩、チオ尿素化合
物が挙げられる。遷移金属塩の具体例としては、バナジルアセチルアセトネート、バナジ
ウムアセチルアセトネート、ナフテン酸銅、ナフテン酸コバルトが挙げられる。チオ尿素
化合物の具体例としては、チオ尿素、エチレンチオ尿素、Ｎ，Ｎ’－ジメチルチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジエチルチオ尿素、Ｎ，Ｎ’－ジプロピルチオ尿素、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｎ－ブチ
ルチオ尿素、Ｎ，Ｎ’－ジラウリルチオ尿素、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチオ尿素、トリメチ
ルチオ尿素、１－アセチル－２－チオ尿素、１－ベンゾイル－２－チオ尿素が挙げられる
。反応性の点から、遷移金属塩が好ましく、バナジルアセチルアセトネートがより好まし
い。
【００２６】
　本組成物における（Ｅ）成分の含有量は、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計量を１００質量部
としたとき、０．０５～１０質量部であることが好ましく、０．１～５質量部がさらに好
ましい。（Ｅ）成分の含有量は多いほど硬化速度が速くなり、少ないほど（Ｅ）成分を含
む第二剤の貯蔵安定性が良好となる。
【００２７】
・その他の成分
　本組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、（Ａ）～（Ｅ）成分以外のその他の
成分（以下、その他の成分という。）を含んでもよい。その他の成分の具体例としては、
ビニル系モノマー等のアクリル系以外のラジカル重合性単量体；酸化防止剤、可塑剤、紫
外線吸収剤、シランカップリング剤、消泡剤、重合禁止剤、無機微粒子等の各種添加剤が
挙げられる。
【００２８】
　その他の成分としては、本硬化物の強度向上のために、加熱によりラジカルを発生する
熱重合開始剤（（Ｄ）成分以外の過酸化物、アゾ化合物等）、紫外線等の活性エネルギー
線の照射によりラジカルを発生する光重合開始剤（１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニ
ルケトン等）を加えてもよい。
【００２９】
　その他の成分としては、硬化時間を短縮するために、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－トルイジ
ン、Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－ｐ－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ジ(２－ヒドロキシエチル)－ｐ
－トルイジン等の第３級アミン化合物を加えてもよい。
【００３０】
　その他の成分の含有量は、特に限定されないが、（Ａ）～（Ｃ）成分の合計１００質量
部に対して、１０質量部以下が好ましく、５質量部以下がより好ましい。その他の成分の
含有量は多すぎると、本組成物の常温における高速硬化性、本硬化物の衝撃強度、本組成
物を用いた接合体の耐衝撃性が損なわれる場合がある。
【００３１】
・接着剤組成物
　本組成物は、（Ｄ）成分を含み（Ｅ）成分を含まない第一剤と（Ｅ）成分を含み（Ｄ）
成分を含まない第二剤を混合して得られる。このような混合は、通常は接着直前に行われ
る。第一剤と第二剤は混合してから被着体に塗布してもよいが、本組成物は硬化速度が速
いことから、第一剤を一方の被着体に塗布し、第二剤をもう一方の被着体に塗布して、第
一剤と第二剤が混ざるように両者を圧着することが好ましい。
【００３２】
　第一剤と第二剤の組み合わせの具体例としては、（Ａ）～（Ｃ）成分の混合物に（Ｄ）
成分を加えた第一剤と、（Ａ）～（Ｃ）成分の混合物に（Ｅ）成分を加えた第二剤との二
剤型、（Ａ）～（Ｃ）成分の混合物に（Ｄ）成分を加えた第一剤と、（Ｅ）成分からなる
第二剤との二剤型、（Ｄ）成分からなる第一剤と、（Ａ）～（Ｃ）成分の混合物に（Ｅ）
成分が溶解した第二剤との二剤型が挙げられる。
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【００３３】
　本組成物の製造方法としては、（Ａ）～（Ｃ）成分を加熱混合することで相溶した後に
、常温まで冷却し、第一剤に（Ｄ）成分、第二剤に（Ｅ）成分を混合する手法や、（Ａ）
～（Ｃ）成分をプラネタリーミキサー等でせん断力を加えることで相溶した後、第一剤に
（Ｄ）成分、第二剤に（Ｅ）成分を配合し、常温で混合する手法等が挙げられる。
　本硬化物は、二剤を混合し、重合反応を起こすことにより得られる。また、本発明の接
合体は、第一剤、第二剤を混合したものを被着体に塗布する接着方法や、第一剤、第二剤
を別々に塗布した被着体を貼り合わせる接着方法などで得られる。また、先端で二剤を混
合できるような構造を有する２剤型接着剤塗布機を用いることもできる。
【実施例】
【００３４】
　以下、本発明を実施例により説明する。以下において、「部」は「質量部」を意味する
。実施例及び比較例における高速硬化性と耐衝撃性の評価は、以下の方法で実施した。
【００３５】
（部材固定時間）
　被着体である２枚のＳＰＣＣ－ＳＤ（寸法：１００ｍｍ×２５ｍｍ×１．６ｍｍ）の一
方に第一剤、他方に第二剤を、それぞれ被着体短辺端部から２５ｍｍ以内の領域に等量塗
布する。その後、被着面積が２５ｍｍ×２５ｍｍとなるように各被着体の塗布面を、非塗
布面が塗布面をはさんで相対するようにして重ねあわせ５秒間圧着して接合体を得る。そ
の後すぐに片方の被着体を持って接合体の長軸方向が鉛直になるように持ち上げて、下側
の被着体が自重でズレなくなるまでの時間を部材固定時間とし、以下の基準で評価した。
なお、部材固定時間とは被着体同士を重ね合わせた時点を始期として計測した時間である
。
　良好（○）：部材固定時間が３０秒未満。
　不良（×）：部材固定時間が３０秒以上。
【００３６】
（耐衝撃時間）
　部材固定時間の評価と同様にして得られた接合体の短辺が地面に接するように接合体を
鉛直に立てて固定し、０．１ｋｇの分銅を０．５１ｍの高さから接合体の上端の短辺に衝
突するように落下させる試験を、被着体同士を重ね合わせた時点から１０秒後に実施した
。このとき分銅の衝突による衝撃で被着体が剥がれ落ちなければ１０秒を耐衝撃時間とし
、剥がれ落ちれば接合体を製作し直して重ね合わせた時点から衝撃を加えるまでの時間を
１０秒長くして同様の試験を行うことを繰り返した。このようにして測定した耐衝撃時間
を以下の基準で評価した。
　良好（○）：耐衝撃時間が６０秒未満。
　不良（×）：耐衝撃時間が６０秒以上。
【００３７】
　［実施例１］
　第一剤の製造：加熱冷却可能な反応容器に、（Ｂ）成分である２－ヒドロキシプロピル
アクリレート５０部、（Ｃ）成分である２－エチルヘキシルアクリレート３０部、重合禁
止剤であるＢＨＴ０．２部を加え、反応容器内の液を攪拌しながら、反応容器内に（Ａ）
成分であるＭＵＸ－ＩＲを２０部添加した。内容物を攪拌しながら徐々に加熱し、（Ａ）
成分が完全に溶解したことを確認した後、常温まで冷却し、（Ｄ）成分であるクメンハイ
ドロパーオキサイド（化薬アクゾ（株）製、商品名：カヤクメンＨ）を５部加えた。（Ｄ
）成分を攪拌して溶解し、第一剤を得た。
【００３８】
　第二剤の製造：加熱冷却可能な反応容器に、（Ｂ）成分である２－ヒドロキシプロピル
アクリレート４８部、（Ｃ）成分である２－エチルヘキシルアクリレート２８部、重合禁
止剤であるＢＨＴ０．２部を加え、反応容器内の液を攪拌しながら、反応容器内に（Ａ）
成分であるＭＵＸ－ＩＲを１９部添加した。内容物を攪拌しながら徐々に加熱し、（Ａ）
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成分が完全に溶解したことを確認した後、常温まで冷却し、さらに（Ｃ）成分であるリン
酸エステル含有モノマーを５部、（Ｅ）成分として、バナジルアセチルアセトネート（新
興化学工業（株）製）を１．５部加え、攪拌して溶解し、第二剤を得た。
【００３９】
　このようにして製造した第一剤及び第二剤について、部材固定時間及び耐衝撃時間を評
価し、結果を表１に示した。表１に第一剤、第二剤並びに第一剤と第二剤から得られる接
着剤組成物の組成を示した。
【００４０】
　［実施例２～９および比較例１～２］
　第一剤、第二剤及び本組成物の組成を表１又は表２に示す組成とした以外は実施例１と
同様にして、部材固定時間と耐衝撃時間を評価した。結果を表１及び表２に示した。
【００４１】
【表１】

【００４２】
【表２】

【００４３】
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　実施例欄で使用した略語の意味は以下の通りである。
ＭＵＸ－ＩＲ：ｎ－ブチルアクリレート・ブタジエン・メチルメタクリレート等を共重し
て成るコアシェル型重合体（ユーエムジー・エービーエス（株）製、商品名：ＭＵＸ－Ｉ
Ｒ）
ＳＸ－００６：シリコーン・アクリル複合ゴム（三菱レイヨン（株）製、商品名：ＳＸ－
００６）
Ｃ－２０１：（メタ）アクリル酸エステル－ブタジエン－スチレン共重合体（三菱レイヨ
ン（株）製、商品名：Ｃ－２０１）
ＮＢＲ：アクリロニトリルブタジエンゴム（ＪＳＲ（株）製、商品名：ＪＳＲ２６０Ｓ）
リン酸エステル含有モノマー：２－ヒドロキシエチルメタクリレートの６－ヘキサノリド
付加重合物と無水リン酸との反応生成物（日本化薬（株）製、商品名：ＫＡＹＡＭＥＲ 
ＰＭ－２１）
ＢＨＴ：２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－クレゾール（本州化学（株）製、商品名：
Ｈ－ＢＨＴ）
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